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春季研究発表会  

『数理的意思決定と骨の応劉研究部会最終活動報告  

0且60亜24 大阪大学   森田浩MORIm甜iroshi  
OlO13704■流通科学大学 伊藤健‡甘OH取立eshi  

「数理的意思決定とその応用」研究部会は平成12年度より2年間にわたって活動してまい  

りました。その活動内容を報告いたします。   

且．「数理的意思決定とその応用」研究部会  

数理計画や最適化手法に関連した内容を中心に講演会を行いました。理論的な研究だけでな  

く、それらの手法が実際のさまざまな意思決定の場でどのように活かされるべきかを考える  

ため、産業界からの講演も企画しました○年6回の研究部会を行い、その中でシステム制御  

情報学会や日本ファジィ学会の研究会との共催をし、他学協会との交流を深めることもでき  
ました。2年間で12回の研究部会（うち1回は原稿執筆段階では計画中）を開催しました。  

2．研究発表会の活動内容  

第皿回（参加者：且5名）  

日 時：平成12年5月且1日（木）i4：00～17：00  

会 場：日本規格協会関西支部8階研修室  
講演1：「可能性による区間評価法・DEAとA朋p－」  

講演2：「水道事業の生産効率性の計測」  
田中英夫（豊橋創造大学）  

中山徳良（流通科学大学）  

第2回（参加者：35名）  
日 時：平成12年7月10日（月）13‥00⊥16：00  
会 場：大阪大学工学部E3・316教室  
講演1：「GeneTalizedconcavityanditsuseinmulti・CTiteTiadecisionmaking」  

3aTOSlavRamik（SilesianUniversity）  
講演2：「正逆数行列の固有多項式の性質とAHpへの応用について」  

小畑経史（大分大学）  

備 考：システム制御情報学会数理計画法応用研究交流会との共催   

第3回（参加者：別名）  

日 時：平成且2年10月19日（木）14：00～17：00  

会 場：帝人株式会社大阪本社且27会議室  
講演1：「確率的競合配置問題について」  塩出省吾（神戸学院大学）  

講演2：rFlowshopSchedulingw氾‖denticalJobsandUnrelatedParallelMachines」  
MohamedI．Dessouky（UniveTSityofSouthernCalifornia）   

第4回（参加者：皿5名）関西支部講演会  
日 時：平成12年12月21日（木）14：00～17：00  
会 場：神戸大学工学部LRlO4教室  
講演1：「制御系設計における最適化手法の応用一区分的線形リヤプノフ関数とLPの話題を  

中心として－」  太田有三（神戸大学）  
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講演2：「グラフの構造的特徴と効率の良い並列アルゴリズム」  

増山繁（豊橋技術科学大学）  

第5回（参加者：9名）  

日 時：平成13年2月16日（金）11：00～13：00  

会 場：大阪教育大学天王寺キャンパス学園ホール  

講演1：「一般化最大流問題について」  

講演2：「資産運用業務の課題と取り組み」   

第6回（参加者：19名）  
日 時：平成13年5月25日（金）13：30～16：30  

会 場：流通科学大学3101会議室  
講演1：「ラフ集合とその応用」  

中山明（福島大学）  

甲斐良隆（三菱信託銀行）  

杉原一臣（大阪大学）  

講演2：「ExtensionsofRoughSetTheory」LechPolkowski（Polish・JapanInst．ofInLTbch．）  

備 考：日本ファジィ学会関西支部との共催  

第7回（参加者：29名）関西支部講演会  
日 時：平成13年7月9日（月）13：30～17：00  

会 場：大阪大学工学部P2・211教室  

講演1：「コンジョイント分析における効用関数について」  上田徹（成践大学）  

講演2：「D．C．Programming」  NguyenⅥlnThoai（UniversityofTrier）  
備 考：システム制御情報学会数理計画法応用研究交流会との共催  

第8回（参加者：25名）  
日 時■：平成13年10月15日（月）14：00～17：00  

会 場：関西大学千里山キャンパス図書館ホール  

講演1：「鉄鋼業における数理・情報技術へのニーズと適用事例」  

講演2：「TOCスケジューリングの概要と実用化に向けての問題点」  

飯田修（川崎製鉄）   

荒川雅裕（関西大学）  

第9回  

日 時：平成13年12月20日（木）14：00～17：00  
会 場：大阪市立弁天町市民学習センター第3研修室  
講演1：「信頼度を考慮したネットワーク設計問題」  

講演2：「進化的計算法による多目的最適化」   

第10回研究部会は計画中  

小出武（流通科学大学）   

村田忠彦（関西大学）  

3．「数理情報工学的意思決定とその応用」研究部会のお知らせ  
平成14年度からは主査を吉富康成先生（京都府立大学）、幹事を小出武先生（流通科学大学）  

にお願いして、新たに「数理情報工学的意思決定とその応用」研究部会が発足する予定です。  

－249－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




